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●
は
じ
め
に

「
出
生
」
と
「
死
亡
」
は
人
間
に
と
っ
て
最
も

重
要
な
事
柄
で
あ
る
。「
出
生
」
と
「
死
亡
」
に

は
人
間
の
生
活
の
質
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
わ
け
で
、「
貧
困
と
人
口
」
は
開
発
経
済

学
に
と
っ
て
も
古
く
て
新
し
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。

有
名
な
マ
ル
サ
ス
の
人
口
論
（
参
考
文
献
⑨
）
は

貧
困
の
背
景
に
人
口
増
加
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
た

も
の
で
あ
る
。
単
純
に
考
え
る
と
、
一
人
当
た
り

資
本
ス
ト
ッ
ク
は
人
口
成
長
と
と
も
に
低
下
す
る

し
、
人
口
成
長
に
よ
っ
て
教
育
や
医
療
な
ど
の
費

用
も
か
さ
む
の
で
、
人
口
増
加
は
家
計
の
貯
蓄
を

阻
害
す
る
。
し
か
し
人
口
が
多
い
こ
と
は
労
働
力

や
有
能
な
人
材
の
供
給
に
も
な
る
の
も
事
実
で
あ

る
。「
本
来
は
豊
か
さ
の
源
泉
で
あ
る
人
間
が
な

ぜ
十
分
に
生
産
力
に
結
び
つ
か
な
い
の
か
」
の
考

察
が
貧
困
研
究
に
対
す
る
人
口
学
の
意
義
で
あ
る
。

ま
た
貧
困
は
健
康
水
準
（
死
亡
や
栄
養
不
良
）
と

い
う
側
面
に
特
に
著
し
く
表
れ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
人
口
統
計
は
低
所
得
と
い
う
側
面
以
外
の
貧
困

を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
。

●
貧
困
の
罠
と
人
口
成
長

現
在
の
開
発
経
済
学
の
中
で
マ
ル
サ
ス
的
な
問

題
設
定
は
「
貧
困
の
罠
」（poverty trap

）
と
人

口
と
の
関
係
の
分
析
に
出
て
く
る
。「
貧
困
の
罠
」

の
考
え
方
は
国
際
機
関
の
報
告
書
で
も
言
及
さ
れ

て
い
る
（
参
考
文
献
⑭
、
⑮
、pp.76-78

参
照
）。

貧
困
の
罠
を
め
ぐ
る
現
代
的
理
論
を
示
し
た
ラ
イ

ベ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
（
参
考
文
献
⑦
）
は
成
長
を
長

期
的
に
維
持
す
る
た
め
に
は
発
展
に
対
す
る
刺
激

が
臨
界
的
な
最
小
限
度
の
大
き
さ
で
あ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。
ラ
イ
ベ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

に
よ
れ
ば
低
開
発
状
態
は
一
定
の
安
定
性
を
持
っ

て
い
る
。
低
開
発
状
態
が
持
続
し
た
国
で
は
過
去

の
発
展
へ
の
刺
激
が
小
さ
か
っ
た
の
に
対
し
て
、

先
進
国
で
は
そ
の
刺
激
が
十
分
に
大
き
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
ラ
イ
ベ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
臨
界
最

小
限
の
発
展
努
力
と
い
う
考
え
方
は
先
進
国
と
後

進
国
の
共
存
を
説
明
で
き
る
こ
と
、
経
済
の
低
開

発
状
態
の
一
定
の
安
定
性
を
説
明
で
き
る
こ
と
、

発
展
へ
の
刺
激
は
状
況
に
よ
っ
て
一
部
分
は
所
得

低
減
の
効
果
を
持
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
説
明
で
き

る
と
い
う
利
点
が
あ
る
（
参
考
文
献
⑦
、
邦
訳
一

四
六
ペ
ー
ジ
）。

「
貧
困
の
罠
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
二
つ
あ
る
。

第
一
は
マ
ク
ロ
的
に
見
た
農
業
（
食
糧
）
生
産
と

人
口
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
農
業
生
産
の
収
穫

逓
減
に
基
づ
く
発
展
へ
の
障
害
は
マ
ル
サ
ス
だ
け

で
な
く
リ
カ
ー
ド
も
深
く
関
連
し
、「
リ
カ
ー
デ

ィ
ア
ン
・
ト
ラ
ッ
プ
」（
リ
カ
ー
ド
の
罠
）（
参
考

文
献
①
、
五
九
〜
六
二
ペ
ー
ジ
）
と
も
呼
ば
れ
て

い
る
。「
リ
カ
ー
デ
ィ
ア
ン
・
ト
ラ
ッ
プ
」
は
農

業
生
産
で
未
耕
地
が
な
く
な
り
追
加
投
資
や
技
術

の
向
上
に
よ
る
生
産
増
加
が
農
業
就
業
人
口
に
及

ば
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
非
農
業
部
門
の
雇
用
拡

大
率
が
農
業
生
産
の
増
加
に
よ
っ
て
可
能
な
賃
金

財
（
農
産
物
）
供
給
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
回
る
場
合

に
発
展
へ
の
障
害
が
起
こ
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ず

れ
の
場
合
に
も
家
族
農
業
の
食
糧
生
産
の
技
術
と

生
産
性
の
向
上
が
発
展
の
前
提
条
件
に
な
る
。

第
二
は
ミ
ク
ロ
的
な
個
人
の
所
得
に
関
す
る
も

の
で
、
貧
困
層
が
教
育
費
用
を
借
入
れ
る
こ
と
が

で
き
ず
、
一
定
の
規
模
の
人
的
投
資
を
し
な
い
と

技
能
労
働
者
に
は
な
れ
な
い
状
況
で
は
貧
困
の
罠

が
発
生
す
る
こ
と
で
あ
る
（
参
考
文
献
③
、

pp.123-131

）。
資
産
を
担
保
と
し
て
用
意
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
個
人
は
信
用
市
場
か
ら
事
業
や
人

的
投
資
を
行
う
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
資
金
借
り
入
れ
が
で
き
な
い
と
資
産
の
不
十

分
な
個
人
は
事
業
や
能
力
形
成
に
対
す
る
投
資

貧
困
の
人
口
学
│
「
貧
困
の
罠
」
と
生
活
の
質

特集／「貧困」で学ぶ開発─諸学の協働

野
上
裕
生

特 
集 

アジ研ワールド・トレンド No.117（2005．６）─1213─アジ研ワールド・トレンド No.117（2005．６）



特 
集 

特集／「貧困」で学ぶ開発─諸学の協働

（
人
的
投
資
）
が
で
き
な
い
。
現
在
の
世
代
の
低

所
得
が
人
的
投
資
を
阻
害
し
て
、
貧
困
層
の
将
来

世
代
の
所
得
を
低
下
さ
せ
、
貧
困
を
持
続
さ
せ
て

い
く
。
教
育
等
の
人
的
投
資
に
対
す
る
公
的
支
援

は
こ
の
よ
う
な
悪
循
環
を
克
服
す
る
た
め
に
あ
る
。

「
貧
困
の
罠
」
は
個
人
の
場
合
に
も
国
家
・
国

民
経
済
の
場
合
に
も
あ
る
（
参
考
文
献
⑭
、

pp.70-71, B
ox 6

や
参
考
文
献
⑪
お
よ
び

等
を

参
照
）。
し
か
し
「
貧
困
の
悪
循
環
」
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
一
部
を
変
え
る
と
発
展
へ
の
良
循
環
を
作

り
出
す
こ
と
も
で
き
る
（
参
考
文
献
⑩
、

pp.1844-1847

に
あ
る
ヌ
ル
ク
セ
の
議
論
に
対
す

る
コ
メ
ン
ト
、
お
よ
び
参
考
文
献
⑦
、
邦
訳
一
三

六
〜
一
三
八
ペ
ー
ジ
参
照
）。
た
と
え
ば
食
糧
不

足
で
人
間
の
労
働
能
力
が
衰
え
て
い
る
社
会
で
も

一
度
食
糧
生
産
が
軌
道
に
乗
れ
ば
人
間
の
労
働
能

力
も
改
善
し
、
経
済
発
展
が
累
積
的
に
起
こ
る
こ

と
に
な
る
。
従
っ
て
人
口
と
貧
困
を
媒
介
す
る
様

々
な
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
、

貧
困
克
服
に
向
け
た
人
口
学
研
究
は
で
き
な
い
。

●
人
口
統
計
に
見
る
生
活
の
質

人
口
と
貧
困
と
を
直
結
さ
せ
る
マ
ル
サ
ス
や
リ

カ
ー
ド
な
ど
を
批
判
す
る
こ
と
は
、
現
代
の
開
発

経
済
学
研
究
の
動
機
付
け
を
与
え
て
き
た
。
た
と

え
ば
シ
ュ
ル
ツ
は
マ
ル
サ
ス
の
人
口
論
が
子
供
の

量
に
注
意
を
払
い
人
間
の
質
（
能
力
）
を
軽
視
し

た
こ
と
、
ま
た
リ
カ
ー
ド
の
よ
う
に
耕
作
地
拡
大

の
限
界
を
強
調
す
る
あ
ま
り
に
農
業
の
研
究
開
発

（
そ
れ
に
よ
る
土
地
の
代
替
）
に
注
意
を
払
わ
な

い
見
解
を
批
判
し
、
人
間
の
知
識
や
能
力
に
対
す

る
人
的
投
資
と
い
う
概
念
を
提
案
し
た
（
参
考
文

献
⑬
、pp.18-23

）。

実
際
に
は
「
人
口
の
質
」（population quali-

ty

）
あ
る
い
は
「
生
活
の
質
」
は
計
測
し
に
く
い

も
の
で
あ
る
（
参
考
文
献
⑬
、pp.18-23

）。
こ
の

問
題
へ
の
手
が
か
り
は
人
口
統
計
を
詳
し
く
検
討

す
る
こ
と
で
あ
る
。
フ
ラ
ウ
ド
に
よ
れ
ば
、
社
会

科
学
に
と
っ
て
人
間
の
体
格
の
情
報
は
次
の
よ
う

な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
人
間
の
身
体
に
関
す
る

情
報
は
、
小
児
医
学
者
に
と
っ
て
は
環
境
が
個
人

に
与
え
る
影
響
や
疾
病
予
防
の
意
味
を
持
つ
。
生

物
学
者
に
と
っ
て
は
栄
養
と
身
体
の
相
関
関
係
を

示
し
て
い
る
。
栄
養
学
者
に
と
っ
て
は
栄
養
摂
取

に
対
す
る
政
策
介
入
の
効
果
を
調
べ
る
の
に
適
し

て
い
る
。
経
済
学
者
は
体
格
や
身
体
の
強
度
が
労

働
生
産
性
に
与
え
る
影
響
を
分
析
し
た
い
と
考
え

る
。
人
類
学
者
は
身
体
の
大
き
さ
が
環
境
に
対
す

る
人
間
の
適
応
状
況
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
る
。
最
後
に
、
歴
史
学
者
は
身
体
の
歴
史
的
成

長
に
よ
っ
て
生
活
水
準
の
歴
史
的
変
化
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
様
々
な
角
度
か
ら
考
察

し
て
興
味
深
い
の
は
、
身
体
の
大
き
さ
は
個
人
や

集
団
に
対
す
る
過
去
と
現
在
の
環
境
の
影
響
を
示

し
て
い
る
と
と
も
に
、
そ
の
個
人
の
将
来
の
健
康

に
対
す
る
示
唆
も
与
え
る
点
で
あ
る
（
参
考
文
献

⑤
）。死

亡
率
の
中
で
よ
く
利
用
さ
れ
る
乳
児
死
亡
率

と
出
生
時
平
均
余
命
は
以
下
の
よ
う
な
意
味
を
持

っ
て
い
る
（
た
と
え
ば
参
考
文
献
②
、
六
○
〜
六

八
ペ
ー
ジ
参
照
）。
ま
ず
乳
児
死
亡
率
は
あ
る
年

の
出
生
一
○
○
○
人
に
対
す
る
○
歳
児
の
死
亡
数
、

一
歳
未
満
乳
児
の
死
亡
数
の
比
率
で
あ
る
。
出
生

直
後
の
乳
児
の
死
亡
率
は
そ
の
地
域
の
公
衆
衛
生

状
態
や
医
療
設
備
、
栄
養
状
態
の
影
響
を
大
き
く

受
け
る
。
出
生
時
平
均
余
命
は
、
そ
の
年
に
お
け

る
○
歳
児
が
確
率
的
に
あ
と
何
年
生
き
ら
れ
る
か

を
表
す
も
の
で
、
乳
児
死
亡
率
が
低
下
す
れ
ば
平

均
余
命
も
伸
び
る
。
ま
た
出
生
時
平
均
余
命
は
普

通
の
死
亡
率
と
は
異
な
り
、
各
国
の
人
口
の
年
齢

構
造
の
影
響
（
た
と
え
ば
高
齢
人
口
比
率
が
高
い

の
で
死
亡
率
は
高
め
に
出
る
）
が
除
去
さ
れ
て
い

る
た
め
に
国
際
比
較
や
時
系
列
比
較
が
可
能
な
指

標
で
あ
る
。

フ
ォ
ー
ゲ
ル
は
人
体
の
統
計
、
経
済
発
展
と
人

間
の
健
康
の
関
係
を
長
期
的
、
歴
史
的
に
考
察
し
、

人
体
指
標
の
意
味
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る

（
参
考
文
献
⑥
）。
成
長
過
程
で
到
達
し
た
最
終

時
点
の
身
長
は
成
人
時
の
栄
養
だ
け
で
な
く
、
乳

幼
児
期
の
栄
養
の
影
響
も
反
映
さ
れ
る
の
で
、
将

来
の
死
亡
率
を
見
る
に
も
役
立
つ
。
こ
れ
に
対
し

て
身
長
と
体
重
の
比
率
（
特
に
Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝a body-

m
ass index. 

体
重
／
メ
ー
ト
ル
で
測
っ
た
身
長
の

二
乗
で
計
算
さ
れ
る
）
は
栄
養
必
要
量
に
対
す
る

栄
養
摂
取
量
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
る
の
に
有
用
で
あ

る
。
フ
ォ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
と
、
一
七
○
○
年
頃
の

イ
ギ
リ
ス
の
食
糧
事
情
は
一
八
○
○
年
頃
に
比
べ

て
悪
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
食
糧
供
給
不
足
に
対

応
す
る
に
は
三
つ
の
方
法
が
あ
っ
た
（
参
考
文
献

⑥
、p.252

）。
第
一
は
農
業
以
外
の
部
門
に
就
業

す
る
人
口
に
提
供
さ
れ
る
栄
養
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
減

少
で
、
た
と
え
ば
非
農
業
に
従
事
す
る
労
働
人
口

シ
ェ
ア
の
減
少
が
あ
る
。
第
二
は
農
業
部
門
内
外
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の
成
人
労
働
に
利
用
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減

で
あ
る
。
第
三
は
身
体
の
大
き
さ
が
小
さ
い
こ
と

に
よ
っ
て
基
礎
代
謝
や
身
体
の
維
持
に
使
わ
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
少
な
く
て
済
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。

一
七
○
○
年
は
一
八
○
○
年
に
比
べ
て
人
々
の
身

長
や
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、
体
重
は
全
て
小
さ
か
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
マ
ル
サ
ス
以
来

経
済
学
者
が
使
っ
て
き
た
「
生
存
水
準
」
あ
る
い

は
「
生
存
賃
金
」
と
い
う
概
念
（subsistence

）

は
曖
昧
で
あ
る
と
い
え
る
（
参
考
文
献
⑥
、pp. 

255-256

）。
つ
ま
り
食
糧
供
給
と
人
口
の
バ
ラ
ン

ス
・
均
衡
を
保
つ
生
存
水
準
は
単
一
で
は
な
く
、

様
々
な
水
準
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
フ
ォ
ー
ゲ
ル

に
よ
れ
ば
、
あ
る
生
存
水
準
で
は
他
の
生
存
水
準

に
比
べ
て
人
々
の
体
格
は
小
さ
く
、
標
準
的
な
死

亡
率
も
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
人
口
や

技
術
が
一
定
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
農
業
と
非
農

業
に
従
事
す
る
労
働
人
口
の
配
分
の
変
化
に
よ
っ

て
、
身
体
の
大
き
さ
や
死
亡
率
の
変
化
が
生
じ
た

と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
農
業
部
門
に
従
事
す
る

労
働
人
口
シ
ェ
ア
が
大
き
け
れ
ば
身
体
を
維
持
す

る
基
礎
的
活
動
に
支
出
で
き
る
カ
ロ
リ
ー
も
大
き

く
な
る
。
近
代
的
な
工
場
の
発
達
は
労
働
に
必
要

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の
削
減
に
よ
っ
て
、
食
糧
供
給

に
対
す
る
圧
力
を
緩
和
し
た
と
思
わ
れ
る
。
軽
工

業
の
労
働
は
農
業
労
働
よ
り
も
人
間
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
必
要
が
少
な
い
し
、
水
力
や
鉱
物
資
源
か
ら

供
給
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
人
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
代
替
し
て
き
た
。
マ
ル
サ
ス
は
栄
養
不
良
の
状

況
は
最
貧
困
層
の
飢
饉
と
い
う
形
で
発
生
す
る
例

外
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
農
業
労
働
者

や
商
工
業
者
は
十
分
な
栄
養
を
と
っ
て
い
た
か
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
は
一
八
世

紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
高
い
所
得
階
層
に
属
す
る
人

々
も
栄
養
不
良
や
、
そ
こ
か
ら
起
き
る
慢
性
の
病

に
苦
し
ん
で
い
た
。
こ
の
点
を
軽
視
し
た
こ
と
が

現
在
の
途
上
国
の
生
活
条
件
の
改
善
に
と
っ
て
マ

ル
サ
ス
理
論
の
限
界
だ
と
フ
ォ
ー
ゲ
ル
は
述
べ
て

い
る
。
栄
養
不
良
は
慢
性
病
を
通
じ
て
労
働
生
産

性
に
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
労
働
力
参
加

率
に
も
影
響
を
与
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
見
て
も
、

過
去
二
○
○
年
間
に
労
働
に
利
用
で
き
る
カ
ロ
リ

ー
が
増
大
し
た
こ
と
は
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
の

一
人
当
た
り
所
得
の
持
続
的
成
長
に
大
き
な
貢
献

を
し
た
と
思
わ
れ
る
。

●
途
上
国
の
人
口
規
模
と
経
済
発
展

近
代
医
学
は
開
発
途
上
国
の
人
口
の
平
均
余
命

を
伸
ば
し
た
が
、
ま
だ
多
く
の
人
が
疾
病
や
障
害
、

栄
養
不
良
に
苦
し
ん
で
い
る
。
リ
ビ
・
バ
ッ
チ
は

人
口
成
長
と
経
済
発
展
の
関
係
を
歴
史
的
に
整
理

し
た
結
果
、
様
々
な
要
因
が
複
合
し
て
、
人
口
増

加
か
ら
の
利
益
が
実
現
し
な
か
っ
た
と
考
え
る

（
参
考
文
献
⑧
、pp.206-214

）。
途
上
国
の
人
口

成
長
の
原
因
は
死
亡
率
の
低
下
に
く
ら
べ
て
出
生

率
低
下
が
遅
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
背
景
に
は
生
活
条
件
の
改
善
だ
け
で
な
く
、
子

供
の
養
育
費
用
が
低
い
こ
と
、
親
の
老
後
保
障
に

子
供
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
社
会
規
範
や
避
妊
技

術
の
不
足
と
い
っ
た
社
会
構
造
の
問
題
が
あ
る

（
参
考
文
献
⑧
、pp.180-190

や
④
、pp.1898-18

99

参
照
）。
た
と
え
ば
女
性
の
非
識
字
率
や
雇
用

者
比
率
、
男
性
に
対
す
る
女
性
の
経
済
的
依
存
度

（
父
系
制
の
社
会
に
お
い
て
は
未
亡
人
と
な
っ
た

女
性
の
身
分
が
不
安
定
で
あ
る
と
か
、
遺
棄
の
危

険
が
大
き
い
こ
と
な
ど
）
は
人
口
変
動
に
重
要
な

影
響
を
与
え
る
。
家
計
の
財
産
所
有
の
あ
り
方
や

社
会
全
体
の
出
生
に
対
す
る
態
度
は
、
個
人
（
特

に
女
性
）
が
独
立
し
て
出
産
に
つ
い
て
の
意
思
決

定
を
行
う
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
る
。
子
供
の
養

育
に
対
す
る
地
域
社
会
の
態
度
も
人
口
変
動
に
影

響
を
与
え
る
。
た
と
え
ば
子
供
の
養
育
費
用
の
一

部
を
両
親
が
負
担
し
な
い
で
地
域
社
会
が
負
担
す

る
と
す
れ
ば
、
親
は
低
い
費
用
で
子
供
の
便
益
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
出
生
率
も
高
く
な
る
と

予
想
さ
れ
る
。
従
っ
て
人
口
政
策
は
経
済
的
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ヴ
だ
け
で
な
く
、
出
産
に
関
す
る
社
会

的
偏
見
の
是
正
や
知
識
や
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス

（
教
育
な
ど
）、
自
己
意
思
決
定
の
権
利
保
障
が

必
要
に
な
る
。
た
と
え
ば
女
性
に
対
す
る
雇
用
機

会
の
創
出
は
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
有
効

で
、
人
口
政
策
は
雇
用
や
教
育
の
政
策
と
結
び
つ

く
必
要
が
あ
る
（
参
考
文
献
④
、pp.1888-

1889

）。

●
む
す
び
│
貧
困
の
克
服
へ
の
人
口

研
究

人
口
増
加
や
環
境
制
約
の
影
響
は
社
会
的
破
局

と
い
う
よ
り
も
、
慢
性
的
貧
困
状
態
と
な
っ
て
現

れ
る
。
貧
困
状
態
が
一
定
の
安
定
的
な
均
衡
と
な

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
あ
る
こ
と
、「
生
存
水
準
」
と

か
「
人
口
の
質
」
と
い
う
概
念
も
意
外
に
複
雑
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
人
口
学
的
研
究
の
意
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義
は
大
き
い
。
ま
た
技
術
や
人
間
行
動
の
変
化
は

人
々
が
現
実
に
直
面
し
て
い
る
様
々
な
制
約
下
に

あ
る
の
で
、
資
本
、
土
地
、
あ
る
い
は
人
的
資
本

（
教
育
）
と
い
っ
た
単
一
の
変
数
に
発
展
の
原
動

力
を
求
め
る
見
方
は
正
し
く
な
い
。
人
口
変
化
に

伴
う
利
益
と
費
用
の
分
配
に
注
目
し
、
人
々
の
行

動
を
制
約
す
る
制
度
的
分
析
を
行
う
こ
と
が
多
様

な
貧
困
の
分
析
に
も
貢
献
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に

し
て
貧
困
の
克
服
に
と
っ
て
人
口
学
研
究
か
ら
期

待
さ
れ
る
も
の
は
大
き
い
。

（
の 

が
み　

ひ
ろ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
開

発
研
修
室
）
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